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 三次元調整機能付隠し丁番

HES3D-W190 施工説明書
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございます。施工前に本書を
よくお読みのうえ、正しく施工してください。
施工後は、本書をいつでも取り出せるよう保管してください。

● 扉と側板に埋込取付する屋内建具用の隠し丁番です。
●   上下、左右、前後方向の微調整ができます。
● UL規格に適合しています （ファイルNo.R38588)。

本製品について

正しく安全に施工していただくために

納まり寸法例

・隠し丁番 2個
・ねじカバー 4個×2袋
・掘込加工テンプレート 1枚
・十字穴付皿タッピンねじ 5×30 8本×2セット
・六角レンチ 4 1本

厚さ 42 mm以上

質量 100 kg以下(2個使い)、125 kg以下(3個使い)

サイズ 幅915 mm 以下×高さ2440 mm以下

取り付けできる扉 部品構成（小箱あたり）

扉・枠の加工図

【扉と枠に段差を設ける場合】
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【扉と枠をフラットにする場合】
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厳守

図記号の意味 注意 軽傷を負うことや、物的損害が発生するおそれがある内容を示します。
扉の質量、扉の開閉時の衝撃に耐えうる強度の枠を製作してください。また、ねじは必ず指定したものを使用し確実に締めつけてく
ださい。取付強度が不足していると、扉が脱落してけがをするおそれがあります。
本来の目的とは異なる使用方法や本書に示す仕様以外の扉には使用しないでください。
併用するクローザーによっては、丁番が破損したり、動きが悪くなったり、扉が閉まりきらない場合がありますので、事前にご確認
ください。
指定寸法、仕様、各部の水平、垂直を必ず守ってください。枠、扉の反り、傾きやねじれは、故障などの原因になります。
本製品は建具を構成する為の部品です。施工後に、最終製品としての機能及び安全性をご確認ください。また、使用者へ建具を
安全に使用するための注意事項を伝えてください。
ねじの緩み等異常がないか、定期的に点検し、増し締めしてください（お使い始めから1ヶ月後と6ヶ月後、その後は1年ごとを目安
にしてください）。
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A(枠の面取り)※1
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※ 1扉を開閉するために加工残り代によって扉と枠の面取りが必要です。

図中のX、Yは納まり寸法例の表に対応します。

別売の加工治具 HES3D-W190-TMP を使用せずに加工を行う場合、
ヒンジの取付ねじの位置に下穴を開けてください。

加工動画を
ご覧ください



扉

枠ベースフレーム

上下調整ねじ
(着脱兼用)

ねじカバー（枠側）

ねじカバー（扉側）

丁番本体
このねじをゆるめて
分解します。
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扉
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枠

❹左右調整ねじ

❶❷❸上下調整ねじ（上側）
(着脱兼用)推奨締付トルク： 4.9N・ｍ

❶❷❸上下調整ねじ（下側）
(着脱兼用)推奨締付トルク： 4.9N・ｍ

❺前後調整ねじ
推奨締付トルク： 3N・ｍ

枠

扉
上下調整ねじ
（着脱兼用）

丁番の分解1

扉の吊込み3

扉、枠への取付け2

施工手順

扉の位置調整 ねじカバーの取付け※調整方向は扉を閉めた状態での方向を示します。

【1】それぞれの丁番本体 (扉側 ) を、ベースフレームの奥まで
入れます。

【2】丁番本体をベースフレームに引っ掛けます。（仮保持状態）

【3】扉を支えながら、上下調整ねじを左図の位置へ速やかに締め込み固定します。

注意
仮保持中、扉の開閉はしないでください。扉脱落の危険
があります。

調整動画を
ご覧ください

扉

枠

ねじカバー
（枠側)

ねじカバー
（扉側)

❶～❺は調整の順番です。扉の下に
かいもの等を置いて調整してください。
調整ねじは、1つの丁番に 2ヶ所あります。

上下調整
❶調整ねじを１回転ゆるめる。

❷扉を持ち上げ、適切な高さに調整。

❸最後に調整ねじを固定する。

左右調整
❹調整ねじを回し、適切な位置に調
整する。

前後調整
❺調整ねじを１回転ゆるめ最適な位
置で固定する。

左右調整は、２ヶ所のねじをそれぞれ少しずつ同量回してください。片方だけ回し続けると丁番が破
損するおそれがあります。調整範囲以上に、調整ねじを右に回すと部品がせり出し、カバーが嵌らな
くなり、さらに回すと扉が外れてしまいます。
前後調整ねじを外さないでください。扉が脱落してけがをするおそれがあります。

注意

ベースフレームを枠に取り付ける時、上下の向きが合って
いるか、丁番本体と組み合わせて確認してください。
向きが違うと、扉を固定できません。

注意


